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(57)【要約】
【課題】従来のように原稿テーブルに原稿のサイズを検
知する検知手段を設けることなく簡単な構成でジャム検
知制御または次原稿給紙制御を行うことができる自動原
稿搬送装置を提供すること。
【解決手段】本体操作部１０８より入力された原稿長と
分離給送部４４より下流側の搬送経路上に設けられたレ
ジストセンサ６５の検知結果に基づいて得られた実測原
稿長とをコントローラ１００が比較し、この比較の結果
、入力された原稿長と実測原稿長とが異なる場合には、
入力された原稿長および実測原稿長のうち、長い方をジ
ャム検知判断値としてコントローラ１００が設定し、こ
の設定されたジャム検知判断値に基づいて、コントロー
ラ１００がジャム検知制御を行う構成となっている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の原稿からなる原稿束を載置可能な給紙トレイと、前記給紙トレイに載置された前
記原稿束から原稿を１枚ずつ分離して搬送する分離部と、前記分離部で分離された原稿を
読み取る読取部と、前記読取部で読み取られた原稿を載置可能な排紙トレイとを備えた自
動原稿搬送装置において、
　前記給紙トレイに載置された原稿のサイズを入力する入力手段と、
　前記分離部より下流側の搬送経路上に設けられ、前記給紙トレイから搬送される原稿を
検知する検知手段と、
　前記入力手段により入力された原稿のサイズから求められる第１の原稿長と前記検知手
段による検知結果に基づき求められる第２の原稿長とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合
には、前記第１の原稿長および前記第２の原稿長のうち、長い方をジャム検知判断値とし
て設定するジャム検知判断値設定手段と、
　前記ジャム検知判断値設定手段により設定されたジャム検知判断値に基づいて、ジャム
検知制御を行う制御手段とを備えた自動原稿搬送装置。
【請求項２】
　前記ジャム検知判断値設定手段は、前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長
と前記第２の原稿長とが異なる場合に、かつ前記第１の原稿長および前記第２の原稿長の
うち、長い方をジャム検知判断値として設定せず、前記第１の原稿長をジャム検知判断値
として設定することを特徴とする請求項１に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項３】
　前記第１の原稿長および第２の原稿長のうち長い方をジャム検知判断値として設定する
第１のジャム検知モードと、第１の原稿長をジャム検知判断値として設定する第２のジャ
ム検知モードとを選択可能なジャム検知モード選択手段を備え、
　前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合
に、前記ジャム検知判断値設定手段は、前記ジャム検知モード選択手段による選択結果に
応じてジャム検知判断値を設定することを特徴とする請求項１または２に記載の自動原稿
搬送装置。
【請求項４】
　複数の原稿からなる原稿束を載置可能な給紙トレイと、前記給紙トレイに載置された前
記原稿束から原稿を１枚ずつ分離して搬送する分離部と、前記分離部で分離された原稿を
読み取る読取部と、前記読取部で読み取られた原稿を載置可能な排紙トレイとを備えた自
動原稿搬送装置において、
　前記給紙トレイに載置された原稿のサイズを入力する入力手段と、
　前記分離部より下流側の搬送経路上に設けられ、前記給紙トレイから搬送される原稿を
検知する検知手段と、
　前記入力手段により入力された原稿のサイズから求められる第１の原稿長と前記検知手
段による検知結果に基づき求められる第２の原稿長とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合
には、前記第１の原稿長および前記第２の原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング
判断値として設定する次原稿給紙タイミング判断値設定手段と、
　前記次原稿給紙タイミング判断値設定手段により設定された次原稿給紙タイミング判断
値に基づいて、次原稿給紙制御を行う制御手段とを備えた自動原稿搬送装置。
【請求項５】
　前記次原稿給紙タイミング判断値設定手段は、前記比較手段による比較の結果、前記第
１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合に、かつ前記第１の原稿長および前記第２
の原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定せず、前記第１の原稿
長を次原稿給紙タイミング判断値として設定することを特徴とする請求項４に記載の自動
原稿搬送装置。
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【請求項６】
　前記第１の原稿長および第２の原稿長のうち長い方を次原稿給紙タイミング判断値とし
て設定する第１の次原稿給紙タイミングモードと、第１の原稿長を次原稿給紙タイミング
判断値として設定する第２の次原稿給紙タイミングモードとを選択可能な次原稿給紙タイ
ミングモード選択手段を備え、
　前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合
に、
　前記次原稿給紙タイミング判断値設定手段は、前記次原稿給紙タイミングモード選択手
段による選択結果に応じて次原稿給紙タイミング判断値を設定することを特徴とする請求
項４または５に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項７】
　前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目の原稿であるとき、
　前記比較手段は、予め設定された搬送可能な最大原稿の原稿長を第２の原稿長として用
いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項８】
　前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目の原稿であるとき、
　前記比較手段は、予め設定された搬送可能な最大定形サイズの原稿長を第２の原稿長と
して用いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項９】
　前記給紙トレイから給紙される原稿の複数の定形サイズから任意の定形サイズを選択可
能な定形サイズ選択手段を備え、
　前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目の原稿であるとき、
　前記比較手段は、前記定形サイズ選択手段により選択された原稿の定形サイズから求め
られる原稿長を第２の原稿長として用いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項
に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項１０】
　前記給紙トレイから給紙される原稿の１枚目の原稿長が、搬送可能な最大原稿の原稿長
、搬送可能な最大定形サイズの原稿長および前記定形サイズ選択手段により選択された原
稿の定形サイズから求められる原稿長のうち、いずれであるかを選択可能な原稿サイズ選
択手段を備え、
　前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目の原稿であるとき、
　前記比較手段は、前記原稿サイズ選択手段により選択された原稿長を第２の原稿長とし
て用いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の自動原稿搬送装置。
【請求項１１】
　少なくとも前記ジャム検知モード選択手段により選択されたジャム検知モード、前記次
原稿給紙タイミングモード選択手段により選択された次原稿給紙タイミングモード、およ
び前記給紙トレイから給紙される１枚目の原稿に対して前記定形サイズ選択手段により選
択された原稿の定形サイズ、前記原稿サイズ選択手段により選択された原稿長のいずれか
１つを前記ジャム検知制御および前記次原稿給紙制御の少なくともいずれか一方の初期値
として登録する登録手段をさらに備えることを特徴とする請求項３、６、９、１０のいず
れか１項に記載の自動原稿搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動原稿搬送装置に関し、例えば、ファクシミリ装置、複写機、複合機等に
適用される自動原稿搬送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、複合機等に適用される自動原稿搬送装置にあっては、複数の原稿からなる原稿
束を載置可能な給紙トレイが設けられており、この給紙トレイに載置された原稿束から１
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枚ずつ原稿を分離して読み取り位置に搬送した後に、排紙トレイに排紙されるようになっ
ている。
【０００３】
　このような従来の自動原稿搬送装置は、給紙トレイから排紙トレイまでの搬送経路上に
おけるジャムの発生を検知して、ジャム発生による原稿の保護を図るといった種々の構成
が実現されている。
【０００４】
　この種の自動原稿搬送装置としては、操作部から入力された原稿サイズ等から原稿長を
求めて、これをジャム検知判断値に採用するとともに、搬送経路上にある原稿検知センサ
等から求められた原稿長と、前述のジャム検知判断値と、を比較することにより、ジャム
発生を判断するようなものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　この特許文献１に開示された自動原稿搬送装置は、画像形成装置本体の操作部により入
力された原稿長と、原稿テーブル上に複数設けられた原稿長センサの検出結果から算出さ
れた原稿長と、のうち長い方をジャム検知判断値と採用するようになっており、原稿搬送
動作中にレジストセンサ（１２）、排紙センサ（１３）にてセンサが原稿を検知している
最中の原稿搬送量を計測し、計測値とジャム検知判断値とを比較して、計測値の方がジャ
ム検知判断値より大きくなった場合は、ジャム発生と判断するようになっている。そして
、画像形成装置本体にジャムの発生を通知するとともに、モータ及びソレノイド等を停止
するといったジャム検知制御を行っている。
【０００６】
　このような構成により、ユーザにより正確な原稿サイズ値が入力されない場合や、特に
実際の原稿長よりも小さな原稿長が入力された場合等でも、正常に画像の読み取りを行う
ことができるようになっている。
【０００７】
　また、前述したジャム検知判断値の他に、原稿テーブルに設けられたセンサ情報に基づ
いて算出された原稿長により次原稿給紙タイミングを決定するものも知られている。
【特許文献１】特開２００３－５４７８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述の特許文献１に記載される自動原稿搬送装置にあっては、ジャム検
知判断値として採用される原稿のサイズを検知するためのセンサを複数原稿テーブルに設
けていたために、原稿サイズを検知するためのセンサの分だけセンサ数が増加し、これに
伴い部品コストが増大するばかりか、このようなセンサ数の増加に伴い装置構成が複雑化
し、ひいては装置組立コストの増大を招くという問題があった。
【０００９】
　しかも、定形外の最大搬送可能なサイズの原稿の場合、この原稿の原稿長を取得するた
めの原稿長センサを設ける必要があるために、最大可能原稿サイズに対応した原稿テーブ
ルが必要となり、ひいては装置が大型化してしまうという問題があった。
【００１０】
　さらに、前述したジャム検知判断値の他に、原稿テーブルのセンサ情報に基づいて算出
された原稿長により次原稿給紙タイミングを決定する従来の自動原稿搬送装置においても
、前述と同様の問題が生じていた。
【００１１】
　本発明は、上述のような従来の問題を解決するためになされたもので、従来のように原
稿テーブルに原稿のサイズを検知する検知手段を設けることなく簡単な構成でジャム検知
制御および次原稿給紙制御を行うことができる自動原稿搬送装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
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【００１２】
　本発明に係る自動原稿搬送装置は、上記目的を達成するため、複数の原稿からなる原稿
束を載置可能な給紙トレイと、前記給紙トレイに載置された前記原稿束から原稿を１枚ず
つ分離して搬送する分離部と、前記分離部で分離された原稿を読み取る読取部と、前記読
取部で読み取られた原稿を載置可能な排紙トレイとを備えた自動原稿搬送装置において、
前記給紙トレイに載置された原稿のサイズを入力する入力手段と、前記分離部より下流側
の搬送経路上に設けられ、前記給紙トレイから搬送される原稿を検知する検知手段と、前
記入力手段により入力された原稿のサイズから求められる第１の原稿長と前記検知手段に
よる検知結果に基づき求められる第２の原稿長とを比較する比較手段と、前記比較手段に
よる比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合には、前記第１の
原稿長および前記第２の原稿長のうち、長い方をジャム検知判断値として設定するジャム
検知判断値設定手段と、前記ジャム検知判断値設定手段により設定されたジャム検知判断
値に基づいて、ジャム検知制御を行う制御手段とを備えている。
【００１３】
　この構成により、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検
知結果に基づいて求められる原稿長と入力手段により入力された原稿長とを比較し、この
比較結果に応じてジャム検知判断値設定手段が第１の原稿長および第２の原稿長のうち、
長い方をジャム検知判断値として設定するので、ジャム検知判断の許容範囲が広がり、例
えば実際に搬送される原稿長よりも小さい原稿長が入力された場合のように、入力された
原稿長と実際に搬送される原稿長との間に差があっても、不要なジャムの発生を防止し、
正常に画像の読み取りを行うことができる。
【００１４】
　また、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検知結果に基
づいて実際に搬送される原稿の原稿長を求めるので、従来のように原稿テーブルに原稿の
サイズを検知する検知手段を設けることなく簡単な構成でジャム検知制御を行うことがで
きる。
【００１５】
　さらに、従来のように搬送可能な最大原稿長に対応した原稿テーブルを設ける必要がな
いので、装置の小型化を図ることができる。
【００１６】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記ジャム検知判断値設定手段は、前記比較
手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合に、かつ前
記第１の原稿長および前記第２の原稿長のうち、長い方をジャム検知判断値として設定せ
ず、前記第１の原稿長をジャム検知判断値として設定するようになっている。
【００１７】
　この構成により、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検
知結果に基づいて求められる原稿長と入力手段により入力された原稿長とを比較し、この
比較結果に応じてジャム検知判断値設定手段が第１の原稿長および第２の原稿長のうち、
第１の原稿長をジャム検知判断値として設定するので、入力された原稿長と実際に搬送さ
れる原稿長との間に差があっても、ユーザが意図するジャム検知制御を行うことができ、
ジャム検知精度の低下に起因した原稿保護性の低下を防止することができる。
【００１８】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記第１の原稿長および第２の原稿長のうち
長い方をジャム検知判断値として設定する第１のジャム検知モードと、第１の原稿長をジ
ャム検知判断値として設定する第２のジャム検知モードとを選択可能なジャム検知モード
選択手段を備え、前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長
とが異なる場合に、前記ジャム検知判断値設定手段は、前記ジャム検知モード選択手段に
よる選択結果に応じてジャム検知判断値を設定するようになっている。
【００１９】
　この構成により、第１の原稿長および第２の原稿長のうち長い方をジャム検知判断値と
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して設定する第１のジャム検知モードと、第１の原稿長をジャム検知判断値として設定す
る第２のジャム検知モードとをジャム検知モード選択手段により選択可能としたので、搬
送される原稿の重要度に応じてジャム検知制御を変更することができる。例えば、搬送さ
れる原稿の重要度に応じて原稿保護性または操作性のいずれを優先させるかを、ユーザに
より選択することができる。
【００２０】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、複数の原稿からなる原稿束を載置可能な給紙
トレイと、前記給紙トレイに載置された前記原稿束から原稿を１枚ずつ分離して搬送する
分離部と、前記分離部で分離された原稿を読み取る読取部と、前記読取部で読み取られた
原稿を載置可能な排紙トレイとを備えた自動原稿搬送装置において、前記給紙トレイに載
置された原稿のサイズを入力する入力手段と、前記分離部より下流側の搬送経路上に設け
られ、前記給紙トレイから搬送される原稿を検知する検知手段と、前記入力手段により入
力された原稿のサイズから求められる第１の原稿長と前記検知手段による検知結果に基づ
き求められる第２の原稿長とを比較する比較手段と、前記比較手段による比較の結果、前
記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合には、前記第１の原稿長および前記第
２の原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定する次原稿給紙タイ
ミング判断値設定手段と、前記次原稿給紙タイミング判断値設定手段により設定された次
原稿給紙タイミング判断値に基づいて、次原稿給紙制御を行う制御手段とを備えている。
【００２１】
　この構成により、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検
知結果に基づいて求められる原稿長と入力手段により入力された原稿長とを比較し、この
比較結果に応じて次原稿給紙タイミング判断値設定手段が第１の原稿長および第２の原稿
長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定するので、例えば実際に搬送
される原稿長よりも小さい原稿長が入力された場合のように、入力された原稿長と実際に
搬送される原稿長との間に差があっても、先に搬送される原稿と次原稿との間の必要な紙
間を確保することができ、特に混載原稿の搬送に起因する不具合を防止することができる
。
【００２２】
　また、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検知結果に基
づいて実際に搬送される原稿の原稿長を求めるので、従来のように原稿テーブルに原稿の
サイズを検知する検知手段を設けることなく簡単な構成で次原稿給紙制御を行うことがで
きる。
【００２３】
　さらに、従来のように搬送可能な最大原稿長に対応した原稿テーブルを設ける必要がな
いので、装置の小型化を図ることができる。
【００２４】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記次原稿給紙タイミング判断値設定手段は
、前記比較手段による比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合
、かつ前記第１の原稿長および前記第２の原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング
判断値として設定せず、前記第１の原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する
ようになっている。
【００２５】
　この構成により、分離部より下流側の搬送経路上に設けられた検知手段による原稿の検
知結果に基づいて求められる原稿長と入力手段により入力された原稿長とを比較し、この
比較結果に応じて次原稿給紙タイミング判断値設定手段が第１の原稿長および第２の原稿
長のうち、第１の原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定するので、入力された
原稿長と実際に搬送される原稿長との間に差があっても、例えば単一サイズの原稿束の原
稿搬送において、先の原稿と次原稿との間で最低必要な間隔を確保して原稿の搬送を行う
ことができ、これにより原稿の読取生産性を高めることができる。
【００２６】
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　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記第１の原稿長および第２の原稿長のうち
長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定する第１の次原稿給紙タイミングモード
と、第１の原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する第２の次原稿給紙タイミ
ングモードとを選択可能な次原稿給紙タイミングモード選択手段を備え、前記比較手段に
よる比較の結果、前記第１の原稿長と前記第２の原稿長とが異なる場合に、前記次原稿給
紙タイミング判断値設定手段は、前記次原稿給紙タイミングモード選択手段による選択結
果に応じて次原稿給紙タイミング判断値を設定するようになっている。
【００２７】
　この構成により、第１の原稿長および第２の原稿長のうち長い方を次原稿給紙タイミン
グ判断値として設定する第１の次原稿給紙タイミングモードと、第１の原稿長を次原稿給
紙タイミング判断値として設定する第２の次原稿給紙タイミングモードとを次原稿給紙タ
イミングモード選択手段により選択可能としたので、例えば混載原稿の搬送時における原
稿搬送性能を優先するか、単一サイズの原稿束の原稿搬送時における原稿の読取生産性を
優先するかを給紙トレイに載置される原稿の種類に応じてユーザにより選択することがで
きる。
【００２８】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目
の原稿であるとき、前記比較手段は、予め設定された搬送可能な最大原稿の原稿長を第２
の原稿長として用いるようになっている。
【００２９】
　この構成により、給紙トレイに載置された原稿束の１枚目の原稿に対しては、予め設定
された搬送可能な最大原稿の原稿長を第２の原稿長として用いるので、例えば１枚目の原
稿が規格定形サイズ外の原稿であっても、この１枚目の原稿に対する不要なジャムの発生
を防止することができる。
【００３０】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記給紙トレイから給紙される原稿が１枚目
の原稿であるとき、前記比較手段は、予め設定された搬送可能な最大定形サイズの原稿長
を第２の原稿長として用いるようになっている。
【００３１】
　この構成により、給紙トレイに載置された原稿束の１枚目の原稿に対しては、予め設定
された搬送可能な最大定形サイズの原稿長を第２の原稿長として用いるので、例えば定形
サイズの原稿のみを搬送する際、１枚目の原稿に対する原稿保護性を高めることができる
。
【００３２】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記給紙トレイから給紙される原稿の複数の
定形サイズから任意の定形サイズを選択可能な定形サイズ選択手段を備え、前記給紙トレ
イから給紙される原稿が１枚目の原稿であるとき、前記比較手段は、前記定形サイズ選択
手段により選択された原稿の定形サイズから求められる原稿長を第２の原稿長として用い
るようになっている。
【００３３】
　この構成により、給紙トレイに載置された原稿束の１枚目の原稿に対しては、定形サイ
ズ選択手段により選択された原稿の定形サイズから求められる原稿長を第２の原稿長とし
て用いるので、ユーザにより任意に設定された定形サイズの原稿のみを搬送する際、１枚
目の原稿に対する原稿保護性を高めることができる。
【００３４】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、前記給紙トレイから給紙される原稿の１枚目
の原稿長が、搬送可能な最大原稿の原稿長、搬送可能な最大定形サイズの原稿長および前
記定形サイズ選択手段により選択された原稿の定形サイズから求められる原稿長のうち、
いずれであるかを選択可能な原稿サイズ選択手段を備え、前記給紙トレイから給紙される
原稿が１枚目の原稿であるとき、前記比較手段は、前記原稿サイズ選択手段により選択さ
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れた原稿長を第２の原稿長として用いるようになっている。
【００３５】
　この構成により、給紙トレイから給紙される１枚目の原稿の原稿長を原稿サイズ選択手
段により選択することができ、この原稿サイズ選択手段により選択された原稿長を第２の
原稿長として用いるので、ユーザが入力手段により直接原稿のサイズを入力する操作を不
要とし、これにより搬送制御に係る操作性を向上させることができる。
【００３６】
　また、本発明に係る自動原稿搬送装置は、少なくとも前記ジャム検知モード選択手段に
より選択されたジャム検知モード、前記次原稿給紙タイミングモード選択手段により選択
された次原稿給紙タイミングモード、および前記給紙トレイから給紙される１枚目の原稿
に対して前記定形サイズ選択手段により選択された原稿の定形サイズ、前記原稿サイズ選
択手段により選択された原稿長のいずれか１つを前記ジャム検知制御および前記次原稿給
紙制御の少なくともいずれか一方の初期値として登録する登録手段をさらに備えている。
【００３７】
　この構成により、少なくともジャム検知モード選択手段により選択されたジャム検知モ
ード、次原稿給紙タイミングモード選択手段により選択された次原稿給紙タイミングモー
ド、および給紙トレイから給紙される１枚目の原稿に対して定形サイズ選択手段により選
択された原稿の定形サイズ、原稿サイズ選択手段により選択された原稿長のいずれか１つ
をジャム検知制御および次原稿給紙制御の少なくともいずれか一方の初期値として登録す
ることができるので、ユーザの操作手順を簡便なものとし、これによりジャム検知制御お
よび次原稿給紙制御に係る操作性を向上することができる。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明では、従来のように原稿テーブルに原稿のサイズを検知する検知手段を設けるこ
となく簡単な構成でジャム検知制御または次原稿給紙制御を行うことができる自動原稿搬
送装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るシート搬送装置を備えた画像形成装置の概略
構成図である。なお、本実施の形態においては、画像形成装置を複写機に適用した場合に
ついて説明するが、これに限定されない。
【００４０】
　まず、構成について説明する。
　図１に示すように、画像形成装置としての複写機１は、複写機本体側の各部としてスキ
ャナ部１０と、画像形成部２０と、給紙部３０と、シート搬送装置としての自動原稿搬送
装置（以下、単にＡＤＦという）４０とから構成されている。
【００４１】
　ＡＤＦ４０は、給紙トレイ４１に載置された原稿束を１枚ずつ分離して給送するととも
に、分離された原稿を画像読取位置１２（図２参照）に搬送し、排紙トレイ４２に排紙す
るようになっている。スキャナ部１０は、画像読取位置１２におけるスリットガラス１１
上を通過する原稿画像を読み取るようになっており、画像形成部２０は、スキャナ部１０
により読み取った原稿画像を電気信号に変換した後に、給紙部３０から給紙される記録紙
３１に画像形成して、画像形成された記録紙３１をコピーとして機外に排出するようにな
っている。
【００４２】
　次に、複写機１を構成する各装置、各部について説明する。
　スキャナ部１０は、光源１３および第１のミラー部材１４を搭載した第１キャリッジと
、第２ミラー部材１５および第３ミラー部材１６を搭載した第２キャリッジと、結像レン
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ズ１７と、ＣＣＤ等からなる撮像部１８とを含む光学系を備えている。
【００４３】
　スキャナ部１０は、ＡＤＦ４０によって原稿を読み取る場合には、第１キャリッジおよ
び第２キャリッジをスリットガラス１１（図２参照）の下方で停止させ、第１キャリッジ
に搭載された光源１３によりスリットガラス１１上を通過中の原稿に光を照射し、第１キ
ャリッジおよび第２キャリッジに搭載された第１のミラー部材１４～第３のミラー部材１
６により原稿からの反射光を折り返させ、その反射光を結像レンズ１７により結像して撮
像部１８で読み取らせるようになっている。
【００４４】
　また、スリットガラス１１よりも大面積のコンタクトガラス１９に載置された原稿を読
み取る場合には、第１キャリッジおよび第２キャリッジをコンタクトガラス１９の下方で
、図１中、左右方向（副走査方向）に移動させ、第１キャリッジに搭載された光源１３に
よりコンタクトガラス１９上に載置された原稿に光を照射し、第１キャリッジおよび第２
キャリッジに搭載された第１のミラー部材１４～第３のミラー部材１６により原稿からの
反射光を折り返させ、その反射光を結像レンズ１７により結像して撮像部１８で読み取ら
せるようになっている。
【００４５】
　画像形成部２０は、本発明に係る画像形成手段を構成するものであり、感光体２１と、
この感光体２１の周辺に帯電部２２、書き込みユニット２３の露光部、現像部２４、後述
する記録紙３１の送られる転写部２５、感光体面を清掃するクリーニング部２６、および
タッチパネルやテンキー等によって構成された本体操作部１０８（図３参照）等の各種機
器とを備えている。
【００４６】
　画像形成部２０は、撮像部１８に読み取られた読取画像に基づいて、上述の各機器を駆
動し、感光体２１を時計方向に回転し、感光体２１が帯電部２２により一様に帯電され、
書き込みユニット２３からの露光により感光体２１上の電荷が部分的に消失し静電潜像を
形成するようになっている。なお、この静電潜像はその電荷の光分布に応じて現像部２４
からトナーが転移し可視像化されるようになっている。
【００４７】
　そして、画像形成部２０は、この画像形成と同期してレジストローラ２７を駆動し、転
写部２５に送られた記録紙３１上にトナー像を転写した後、定着部２８によりこの転写し
たトナーを記録紙３１上に定着してコピーとして機外に排出するようになっている。
【００４８】
　給紙部３０は、記録媒体としての記録紙３１を収納する給紙カセット３２と、給紙カセ
ット３２に収納された記録紙３１を画像形成部２０の画像形成位置まで搬送する各種ロー
ラとを有している。
【００４９】
　また、画像形成部２０および給紙部３０は、ＡＤＦ４０から通知される次原稿有無情報
により給紙カセット３２からレジストローラ２７の手前まで記録紙の先出しを行うように
なっている。
【００５０】
　ＡＤＦ４０は、給紙トレイ４１と、排紙トレイ４２と、各種ローラ等からなる搬送部５
０とを備えている。このＡＤＦ４０は、搬送部５０により給紙トレイ４１に載置されたシ
ートとしての原稿をスリットガラス１１上に搬送し、このスリットガラス１１を介して画
像読取位置１２にて原稿の画像を読み取り、次いで、画像の読み取りが終了した原稿を、
排紙トレイ４２に排紙するようになっている。
　また、ＡＤＦ４０は、スキャナ部１０に対して図示しない開閉機構を介して開閉自在に
取り付けられている。
【００５１】
　なお、ＡＤＦ４０の詳細については、後述する。
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【００５２】
　次に、本実施の形態に係る複写機１の複写動作について説明する。
　まずＡＤＦ４０に原稿がセットされると、ＡＤＦ４０は原稿セットを検知する。
　次いで、ユーザによって、例えばタッチパネルやテンキー等によって構成された本発明
に係る入力手段としての本体操作部１０８により原稿サイズ、記録紙サイズが入力され、
プリントキー等が押下されて、複写機１の複写動作がスタートすると、ＡＤＦ４０では原
稿Ｐを１枚ずつ分離給送し、スキャナ部１０上の画像読取位置１２に向けて搬送される。
なお、本体操作部１０８により入力される記録紙サイズは、原稿サイズとして扱うモード
を選択することも可能である。
【００５３】
　そして分離給送および搬送された原稿の画像は、スキャナ部１０の光学系によって読み
取られ電気信号に変換される。そして複写機本体側の給紙部３０では、給紙カセット３２
から記録紙３１がレジストローラ２７方向へ送られる。
【００５４】
　次いで、画像形成部２０では、書き込みユニット２３からの露光により感光体２１に静
電潜像が形成される。そしてこの静電潜像は、現像部２４からトナーが転移することによ
り可視像化される。
【００５５】
　一方、この画像形成と同期してレジストローラ２７が駆動され、転写部２５に送られた
記録紙３１上にトナー像が転写され、転写されたトナーは定着部２８で記録紙３１上に定
着されコピーとして機外に排出される。
　また、ＡＤＦ４０からは次原稿有無情報が通知され、この次原稿有無情報により給紙カ
セット３２からレジストローラ２７手前まで記録紙の先出しが行われる。
【００５６】
　図２、図３を参照してＡＤＦ４０について詳細に説明する。
　図２は、本発明の第１の実施の形態に係るＡＤＦ４０の概略構成図である。図３は、本
発明の第１の実施の形態に係るＡＤＦ４０の制御構成を示すブロック図である。
【００５７】
　まず、ＡＤＦ４０の構成について説明する。
　図２に示すように、ＡＤＦ４０は、給紙トレイ４１を備えており、この給紙トレイ４１
には原稿面が上向きになるように原稿Ｐが載置されるようになっている。
【００５８】
　また、給紙トレイ４１の給紙方向先端部近傍には、原稿の載置により回動するセットフ
ィラーが設けられている。さらに、このセットフィラーの先端部の移動軌跡上の最下部に
は、給紙トレイ４１に原稿が載置されたことを検知する原稿セットセンサ６６が設けられ
ている。すなわち、この原稿セットセンサ６６は、給紙トレイ４１に原稿がセットされる
と、セットフィラーが回動して、セットフィラーの先端部が原稿セットセンサから外れて
原稿の載置を検知するようになっている。
【００５９】
　また、給紙トレイ４１に対して原稿の搬送方向下流側には、ストッパ爪４３が設けられ
ており、このストッパ爪４３は、後述する給紙ソレノイド７４（図３参照）によって原稿
Ｐの先端が突き当てられる突き当て位置（破線で示す位置）と原稿Ｐの先端から退避する
退避位置（実線で示す位置）の間で移動されるようになっている。
【００６０】
　したがって、ストッパ爪４３が突き当て位置にあるときに原稿Ｐの先端が突き当てられ
ることにより、原稿Ｐの先端を揃えるようになっている。また、原稿Ｐの幅方向は給紙ト
レイ４１上に設けられた図示しないサイドフェンスに突き当てられることにより、原稿搬
送方向と直交する方向の位置決めが行われるようになっている。
【００６１】
　ＡＤＦ４０の搬送部５０は、分離給送部４４と、プルアウト部４５と、ターン部４６と
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、読取搬送部４７と、排紙部４８と、スイッチバック部４９とにより構成されている。
【００６２】
　分離給送部４４は、ストッパ爪４３の上方に設けられた呼出し手段としての呼出しロー
ラ５２と、搬送経路を挟んで対向するように配置された給紙ベルト５３およびリバースロ
ーラ５４とを有している。呼出しローラ５２は、給紙ソレノイド７４（図３参照）によっ
て原稿Ｐから退避する位置と原稿Ｐの上面に当接する位置との間で昇降するようになって
いる。
【００６３】
　給紙ベルト５３は、給紙方向（時計回転方向）に回転し、リバースローラ５４は、給紙
方向と逆方向に回転するようになっている。また、リバースローラ５４は、原稿が重送さ
れた場合に、給紙ベルト５３に対して逆方向に回転するが、リバースローラ５４が給紙ベ
ルト５３に接している場合、または原稿を１枚のみ搬送している場合には、図示しないト
ルクリミッタの働きにより、給紙ベルト５３に連れ回りするようになっている。
【００６４】
　分離給送部４４は、呼出しローラ５２が給紙トレイ４１に載置された原稿束の最上位の
原稿に転接することにより給紙口内に原稿を送り出し、原稿が重送された場合に給紙ベル
ト５３とリバースローラ５４とにより分離して送り出すようになっている。
【００６５】
　プルアウト部４５は、搬送経路を挟むように配置された一対のローラからなるプルアウ
トローラ対５５と、突き当てセンサ６７とを有している。プルアウト部４５は、プルアウ
トローラ対５５と呼出しローラ５２の駆動タイミングにより、送り出された原稿を一次突
当整合し、整合後の原稿を搬送方向下流側に搬送するようになっている。また、突き当て
センサ６７は、分離給送部４４から搬送される原稿の先端を検知するようになっている。
【００６６】
　ターン部４６は、搬送経路の上から下に向けてカーブした搬送経路からなり、本発明に
係る検知手段としてのレジストセンサ６５と、読取入口ローラ対５６とを有している。タ
ーン部４６は、プルアウト部４５から搬送された原稿をカーブした搬送経路を搬送するこ
とによりターンさせて、読取入口ローラ対５６により原稿の表面を下方に向けてスリット
ガラス１１の近傍まで搬送するようになっている。
　また、レジストセンサ６５は、プルアウト部４５から読取搬送部４７に搬送される原稿
の先端および後端を検知するようになっている。
【００６７】
　読取搬送部４７は、スリットガラス１１に搬送経路を挟んで対向する位置に配置された
読取ガイド５７と、読取終了後の搬送経路を挟むように配置された一対のローラからなる
読取出口ローラ対５８とを有している。読取搬送部４７は、スリットガラス１１の近傍ま
で搬送された原稿を読取ガイド５７によりガイドしながらこの原稿の表面をスリットガラ
ス１１に接触させながら搬送し、画像読取位置１２において搬送される原稿の画像を上述
したスキャナ部１０の光学系により読み取らせ、読取終了後の原稿を読取出口ローラ対５
８により搬送方向下流側にさらに搬送するようになっている。
【００６８】
　排紙部４８は、排紙口の近傍に一対のローラからなる排紙ローラ対５９と、排紙センサ
６８とを備えている。排紙ローラ対５９は、読取出口ローラ対５８により搬送された原稿
を排紙トレイ４２に排紙するようになっている。また、排紙センサ６８は、読取出口ロー
ラ対５８により搬送され、排紙口から排紙トレイ４２に排紙される原稿の後端を検知する
ようになっている。
【００６９】
　スイッチバック部４９は、排紙口の近傍に設けられた切換爪６０と、反転ローラ対６１
とを有している。切換爪６０は、後述する反転切換ソレノイド７５（図３参照）の駆動に
よって、排紙ローラ対５９より搬送される原稿を反転ローラ対６１へ搬送する搬送経路に
切り換える位置（破線で示す位置）と反転ローラ対６１によりスイッチバックされた原稿
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をプルアウトローラ対５５へ搬送するスイッチバック通路４９ａに切り換える位置（実線
で示す位置）との間で上下動するようになっている。また、反転ローラ対６１は原稿の両
面読み取りを行うためにスイッチバックされる原稿をスイッチバック通路４９ａに反転搬
送するようになっている。
【００７０】
　したがって、スイッチバック部４９は、切換爪６０、反転ローラ対６１およびスイッチ
バック通路４９ａを介して両面読み取りを行う原稿をプルアウトローラ対５５にスイッチ
バックして搬送するようになっている。
【００７１】
　次に、ＡＤＦ４０の制御構成について説明する。
　図３に示すように、ＡＤＦ４０は、ＡＤＦ４０全体の制御を行うコントローラ１００を
備えている。ＡＤＦ４０は、コントローラ１００に信号を入力するセンサ等として、レジ
ストセンサ６５、原稿セットセンサ６６、突き当てセンサ６７、排紙センサ６８を備え、
各センサはコントローラ１００に接続されている。
【００７２】
　また、ＡＤＦ４０は、コントローラ１００から信号を出力してＡＤＦ４０の各部の駆動
制御するモータ等として、給紙・反転モータ７１、読取モータ７２、排紙モータ７３、給
紙ソレノイド７４、反転切換ソレノイド７５を備え、各モータおよび各ソレノイドはコン
トローラ１００に接続されている。
【００７３】
　給紙・反転モータ７１は、呼出しローラ５２、給紙ベルト５３、リバースローラ５４、
プルアウトローラ対５５および反転ローラ対６１を回転駆動し、読取モータ７２は、読取
入口ローラ対５６、読取出口ローラ対５８を回転駆動し、排紙モータ７３は、排紙ローラ
対５９を回転駆動するようになっている。
【００７４】
　また、給紙ソレノイド７４は、呼出しローラ５２を原稿Ｐから退避する位置と原稿Ｐの
上面に当接する位置との間で昇降させるとともに、ストッパ爪４３を突き当て位置と退避
位置との間で移動させるようになっている。
【００７５】
　また、反転切換ソレノイド７５は、切換爪６０を図２中、破線で示す位置と実線で示す
位置との間で上下動させるようになっている。
　各モータおよびソレノイドは、上記した各センサの検知信号に基づいてコントローラ１
００によって制御されるようになっている。
【００７６】
　また、複写機１は、装置全体の制御を行う本体制御部１１１、タッチパネルやテンキー
等によって各種入力操作および選択操作や動作指示を行う本発明に係る入力手段としての
本体操作部１０８を備えている。この本体操作部１０８は、各種の入力内容や動作指示内
容、警告内容を表示する表示部を有している。ここで、コントローラ１００と本体制御部
１１１とはＩ／Ｆ１０７を介して接続されており、双方間での制御信号等のデータの授受
が行われるようになっている。
【００７７】
　また、本体操作部１０８は、入力部としての機能も備えており、規格定形サイズ外の原
稿をＡＤＦ４０により給紙する際に、ユーザがタッチパネルまたはテンキーを操作するこ
とで、この規格定形サイズ外の原稿の原稿長を直接入力することができるようになってい
る。一方、規格定形サイズの原稿を給紙する際には、本体操作部１０８は、ユーザがタッ
チパネルやテンキーを操作することで、定形サイズの例えばＡ５、Ｂ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ
３等の各種原稿サイズを選択して入力することができるようになっている。
【００７８】
　さらに、本体操作部１０８は、ユーザによるタッチパネルやテンキーの操作により給紙
トレイ４１に載置された原稿束の１枚目の原稿の原稿長（原稿サイズ）および後述するジ
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ャム検知モードを選択して入力することができるようになっている。
【００７９】
　具体的には、本体操作部１０８は、ユーザが例えばタッチパネルの選択ボタンを操作す
ることにより、ジャム検知モードとして後述する長い原稿長使用モードおよび入力原稿長
使用モードのいずれかのモードを選択することができるようになっている。すなわち、本
実施の形態においては、本体操作部１０８が、入力された原稿長および実測原稿長のうち
長い方をジャム検知判断値として設定する長い原稿長使用モードと、入力された原稿長を
ジャム検知判断値として設定する入力原稿長使用モードとを選択可能な本発明に係るジャ
ム検知モード選択手段を構成する。
【００８０】
　さらに、本体操作部１０８には、登録ボタンが表示されており、ユーザがこの登録ボタ
ンを押下することにより、上述の選択されたジャム検知モードをジャム検知制御の初期値
として登録するようになっている。そして本体操作部１０８により登録されたジャム検知
モードは、図示しない不揮発性のメモリにジャム検知制御の初期値として記憶されるよう
になっている。なお、本実施の形態においては、上述の選択されたジャム検知モードをジ
ャム検知制御の初期値として登録する本体操作部１０８が、本発明に係る登録手段を構成
する。
【００８１】
　なお、本体操作部１０８は、上述したタッチパネルの操作による各種入力結果をＡＤＦ
４０の給紙動作以前にＩ／Ｆ１０７を介してコントローラ１００に送信するようになって
いる。
【００８２】
　次に、ＡＤＦ４０において、所謂、シートスルー方式で原稿を読み取る動作について説
明する。
　まず、給紙トレイ４１に原稿Ｐが載置されると、図示しないセットフィラーおよび原稿
セットセンサ６６により原稿Ｐの載置が検知されて、検知信号がＩ／Ｆ１０７を介して本
体制御部１１１に送信される。ここで、原稿Ｐが給紙トレイ４１に載置されたことを検知
すると、コントローラ１００は、給紙ソレノイド７４の吸引により呼出しローラ５２を原
稿Ｐに当接する位置に下降させるとともに、ストッパ爪４３を原稿Ｐから下方向に退避す
るように駆動する。これにより、給紙トレイ４１に載置された原稿Ｐが所定の圧力で圧接
されるとともに、原稿Ｐの先端が搬送方向下流側に向けて開放される。
【００８３】
　次いで、給紙トレイ４１に原稿Ｐが載置された状態で、複写機本体側に設けられた本体
操作部１０８のプリントキーが押下され、本体制御部１１１からＩ／Ｆ１０７を介してコ
ントローラ１００に原稿給紙信号が送信されると、原稿給紙動作を開始する。
【００８４】
　このとき、呼出しローラ５２は給紙モータの正転駆動によって給紙トレイ４１上の数枚
（理想的には１枚）の原稿の給紙を開始する。この給紙された原稿は、呼出しローラ５２
の下流側に設けられた給紙ベルト５３およびリバースローラ５４の分離搬送手段に給紙さ
れる。すなわち、最上位の原稿とその下の原稿が分離されて最上位の原稿のみが給紙され
る。
【００８５】
　具体的には、リバースローラ５４は給紙ベルト５３と所定圧で接しており、給紙ベルト
５３と直に接触しているとき、または原稿１枚を介して接触している状態では給紙ベルト
５３の周回移動につられて反時計回転方向に連れ回りし、原稿が２枚以上、給紙ベルト５
３とリバースローラ５４との間に進入したときには連れ回り力がトルクリミッタのトルク
よりも低くなるように設定されている。このため、リバースローラ５４は本来の駆動方向
である時計回転方向に回転し、余分な原稿を押し戻す働きをして重送を防止することがで
きる。
【００８６】
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　次いで、この分離原稿は、給紙ベルト５３によって更に搬送され、給紙ベルト５３の下
流側に設けられた突き当てセンサ６７によってその先端が検知され、突き当てセンサ６７
によって検出された原稿は、突き当てセンサ６７によって原稿の先端が検出された時点か
ら所定量Ｘｍｍ搬送されると、コントローラ１００によって給紙・反転モータ７１の正転
駆動が停止される。
【００８７】
　なお、この所定量Ｘｍｍは、突き当てセンサ６７からプルアウトローラ対５５のニップ
部までの距離よりも大きく設定されており、プルアウトローラ対５５のニップ部に一定の
撓みを形成した状態で停止されるようになっている。
【００８８】
　このとき、コントローラ１００からの指令により給紙ソレノイド７４をオフすることに
より、呼出しローラ５２を原稿上面から退避させ、原稿を給紙ベルト５３の搬送力のみで
搬送することにより、原稿の先端がプルアウトローラ対５５のニップ部に突き当てられ、
分離搬送時に発生した原稿の曲がりが（スキュー）補正される。
【００８９】
　そして、原稿の分離後に給紙・反転モータ７１の逆転駆動によりスキュー補正された原
稿は、プルアウトローラ対５５によりターン部４６のカーブした搬送経路を介して下流側
に設けられた読取入口ローラ対５６に向かって搬送される。そして、読取入口ローラ対５
６に原稿先端が進入する前に、搬送される原稿の原稿搬送速度の減速が開始される。
【００９０】
　ここで、ターン部４６を搬送される原稿は、レジストセンサ６５によりその先端が検知
される。このとき、コントローラ１００は、原稿給紙後、後述するジャム検知制御を行い
、一定時間または一定量原稿を搬送しても原稿先端がレジストセンサ６５によって検知さ
れない場合には、ジャムと判断し、原稿の搬送を停止する。
【００９１】
　また、コントローラ１００は、レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後から
原稿後端がレジストセンサ６５を通過するまでの給紙・反転モータ７１の駆動量または駆
動時間を計測し、計測された計測値を原稿の長さに換算することで２枚目以降の原稿の実
測原稿長として算出し、利用する。
【００９２】
　ここで、レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後、一定時間または一定量原
稿を搬送しても原稿後端がレジストセンサ６５によって検知されない場合には、ジャムと
して判断するジャム検知制御を行う。このジャム検知制御は、給紙・反転モータ７１の駆
動量または経過時間を搬送量換算した計測値と後述する原稿長情報によって設定されたジ
ャム検知判断値との対比によってジャムが発生したか否かを判断し、ジャムが発生したと
判断した場合には、原稿の搬送を停止する一連の制御を行うものである。すなわち、計測
値とジャム検知判断値とを比較した結果、計測値の方がジャム検知判断値よりも大きくな
った場合にはジャムと判断し、コントローラ１００は、複写機本体の本体制御部１１１に
ジャムの発生を通知するとともに、各モータおよび各ソレノイド等を停止し、これにより
原稿の搬送を停止する。なお、本実施の形態においては、このような処理を行うコントロ
ーラ１００が、本発明に係る制御手段を構成する。
【００９３】
　一方、コントローラ１００は、レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後の給
紙・反転モータ７１の駆動量または駆動時間から算出される距離と例えば本体操作部１０
８により入力または選択された原稿サイズから算出される原稿長情報との対比により、原
稿後端が分離給送部４４を通過したか否かを判定する。この判定は、以下の論理式を用い
ることにより可能となっている。
　なお、上述の原稿長情報としては、後述する第２の実施の形態において設定された次原
稿給紙タイミング判断値を用いることも可能である。
　　Ｌ１：レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後の給紙・反転モータ７１の
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駆動量または駆動時間から算出される距離
　　Ｌ２：分離給送部４４からレジストセンサ６５までの距離
　　Ｌ３：原稿長情報
　論理式：Ｌ１　＞　Ｌ３－Ｌ２
　ここで、分離給送部４４により搬送される原稿の後端が分離給送部４４を通過したとコ
ントローラ１００によって判定された時点において、さらにコントローラ１００は、原稿
セットセンサ６６の検知情報により給紙トレイ４１に、次に給送する次原稿があるか否か
の次原稿給紙有無を判断し、この次原稿給紙有無情報をＩ／Ｆ１０７を介して本体制御部
１１１に送信する。本体制御部１１１は、コントローラ１００により次原稿があると判断
され、次原稿給紙有情報を受信した場合には、給紙カセット３２からレジストローラ２７
手前まで記録紙の先出し動作を行う。
【００９４】
　また、このときコントローラ１００は、上記論理式を用いて分離給送部４４により搬送
される原稿の後端が分離給送部４４を通過したと判定した後に、先に搬送される原稿と次
原稿との必要紙間の確保が可能な予め定められた給紙・反転モータ７１の駆動量または駆
動時間を経過したか否かを判定する。これにより、先に搬送される原稿と次原稿との間隔
を確保して、次原稿給紙動作を開始する次原稿給紙制御を行う。
【００９５】
　次いで、プルアウトローラ対５５から搬送された原稿は、読取入口ローラ対５６のニッ
プ部で一時停止（レジスト停止）する。そして、コントローラ１００は、原稿が読取入口
ローラ対５６のニップ部で一時停止（レジスト停止）したときに、Ｉ／Ｆ１０７を介して
本体制御部１１１にレジスト停止信号を送信する。
【００９６】
　レジスト停止信号が本体制御部１１１に送信されると、コントローラ１００は本体制御
部１１１から読取開始信号を受信し、レジスト停止していた原稿を読取倍率に応じた搬送
速度で搬送されるように読取モータ７２を駆動して、読取入口ローラ対５６によって原稿
を搬送しながら読取位置１２にて原稿画像の読み取りを行い、読取出口ローラ対５８によ
り読み取り後の原稿をさらに搬送する。
【００９７】
　したがって、読取搬送部４７においては、原稿がスリットガラス１１とこのスリットガ
ラス１１に対向する位置に所定の間隔をもって設けられた読取ガイド５７との間を通過す
る。このとき複写機本体に設けられたスキャナ部１０の光学系（図１参照）により、原稿
画像が読み取られ、この原稿画像は、スキャナ部１０の光学系が有するＣＣＤを介して電
気信号に変換され、図示しないメモリ装置に記憶される。なお、コントローラ１００は、
読取モータ７２のパルスカウントにより原稿先端が読取位置１２に到達するタイミングで
本体制御部１１１に対して副走査方向有効画像領域を示すゲート信号を送信する。この信
号は、通常は原稿の後端が読取位置１２を抜けるまで送信される。
【００９８】
　次いで、ターン部４６を介して読取位置１２を通過した原稿は、上下面が反転されて読
取出口ローラ対５８および排紙ローラ対５９によって搬送され、片面原稿の片面原稿読取
の終了後または両面原稿の両面読取終了後には、スイッチバック部４９に搬送されること
なくそのまま排紙トレイ４２に排紙される。
【００９９】
　一方、両面原稿の搬送すなわち原稿の両面読み取りを行う場合には、この原稿の表面の
読取時に読取位置１２を抜けた原稿先端が排紙ローラ対５９に到達する前に、切換爪６０
の位置が反転切換ソレノイド７５の駆動により図２中破線で示す位置に切り換えられる。
これにより原稿が反転ローラ対６１側に送り込まれる。その後、原稿は、排紙センサ６８
からのパルスカウントにより原稿後端が排紙ローラ対５９を通過するまで搬送され、スイ
ッチバック部４９で一旦停止する。
【０１００】
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　次いで、原稿がスイッチバック部４９で停止すると、コントローラ１００は、原稿の後
端が排紙ローラ対５９を抜け出たものと判断して、反転切換ソレノイド７５をオフにして
切換爪６０の位置を図２中実線で示す位置に移動させる。
【０１０１】
　その後、コントローラ１００は、給紙・反転モータ７１を逆転駆動して反転ローラ対６
１を逆転駆動することにより、原稿をプルアウトローラ対５５に向けてスイッチバックす
る。
【０１０２】
　次いで、スイッチバックされた原稿は、反転搬送ローラ対６２によりプルアウトローラ
対５５に搬送され、再度プルアウト部４５、ターン部４６を経て読取搬送部４７に搬送さ
れ、両面原稿の裏面画像の読み取りが行われる。
【０１０３】
　この後、排紙される原稿の頁順を揃えるため、裏面画像の読み取りが終了した原稿は、
再度、スイッチバック部４９においてスイッチバックされた後、読取搬送部４７にて原稿
の読み取りを行わずに排紙トレイ４２に排紙される。
【０１０４】
　次に、ＡＤＦ４０におけるジャム検知判断値の設定処理について説明する。
　図４は、本発明の第１の実施の形態に係るＡＤＦ４０のジャム検知判断値設定処理を示
すフロー図である。
【０１０５】
　図４に示すように、まずコントローラ１００は、ＡＤＦ４０による給紙動作以前に、本
発明に係る第１の原稿長としてユーザにより本体操作部１０８のテンキー等により入力さ
れた原稿長と実測原稿長とが相違するか否かを判断する。すなわち、入力された原稿長と
実測原稿長とを比較する（Ｓ１０１）。本実施の形態においては、このような処理を実行
するコントローラ１００が本発明に係る比較手段を構成する。
【０１０６】
　なお、本実施の形態においては、本体操作部１０８のテンキー等により入力された原稿
長と実測原稿長とを比較するようにしているが、これに限らず、例えば本体操作部１０８
のタッチパネル等により選択して入力された原稿サイズから算出される原稿長と実測原稿
長を比較するようにしてもよい。この場合、入力された原稿サイズから算出される原稿長
は、図示しないメモリ上に予め記憶された定形サイズの原稿長データテーブルを参照する
ことにより算出される原稿長である。
【０１０７】
　また、本実施の形態における実測原稿長は、給紙される原稿のうち２枚目以降の原稿に
ついては上述のレジストセンサ６５の検知結果に基づき算出された原稿長であり、１枚目
の原稿については、後述する１枚目の原稿に対する原稿長設定処理にて設定された原稿長
である。なお、本実施の形態における実測原稿長は、本発明に係る第２の原稿長に対応す
るものである。
【０１０８】
　コントローラ１００は、ステップＳ１０１において入力された原稿長と実測原稿長とが
一致すると判断した場合には、入力された原稿長をジャム検知判断値として設定する（Ｓ
１０５）。
【０１０９】
　一方、コントローラ１００は、ステップＳ１０１において入力された原稿長と実測原稿
長とが一致しないと判断した場合には、本体操作部１０８により本発明に係る第１のジャ
ム検知モードとして、入力された原稿長および実測原稿長のうち長い方をジャム検知判断
値として設定する長い原稿長使用モードに設定されているか否かを判断する（Ｓ１０２）
。ここで、コントローラ１００は、第１のジャム検知モードとして、長い原稿長使用モー
ドが設定されていないと判断した場合には、本体操作部１０８により本発明に係る第２の
ジャム検知モードとして、入力原稿長使用モードが設定されているものと判断し、入力さ
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れた原稿長をジャム検知判断値として設定する（Ｓ１０５）。
【０１１０】
　また、コントローラ１００は、第１のジャム検知モードとして、長い原稿長使用モード
が設定されている場合には、入力された原稿長と実測原稿長とを比較し、入力された原稿
長よりも実測原稿長の方が長いか否か判断する（Ｓ１０３）。そして、コントローラ１０
０は、入力された原稿長よりも実測原稿長の方が長いと判断した場合には、実測原稿長を
ジャム検知判断値として設定する（Ｓ１０４）。
　一方、コントローラ１００は、実測原稿長よりも入力された原稿長の方が長いと判断し
た場合には、入力された原稿長をジャム検知判断値として設定する（Ｓ１０５）。
【０１１１】
　このように、コントローラ１００は、入力された原稿長と実測原稿長とを比較し、この
比較の結果、入力された原稿長と実測原稿長とが異なる場合には、入力された原稿長およ
び実測原稿長のうち、長い方をジャム検知判断値として設定する。なお、本実施の形態に
おいて、このような処理を行うコントローラ１００は、本発明に係るジャム検知判断値設
定手段を構成する。
　これにより、コントローラ１００は、上述のジャム検知判断値設定処理で設定されたジ
ャム検知判断値に基づいて、ジャム検知制御を行うことができる。
【０１１２】
　なお、ジャム検知判断値の設定において入力された原稿長と実測原稿長とを比較する際
の実測原稿長は、２枚目以降の原稿については、上述したようにレジストセンサ６５の検
知結果に基づき算出することができるが、１枚目の原稿の搬送については、レジストセン
サ６５の検知結果を用いることができないため、実測原稿長を取得することができない。
　したがって、以下に説明するように、本体操作部１０８により選択された原稿長を１枚
目の実測原稿長として用いる。
【０１１３】
　そこで、図５、図６を参照して、給紙トレイ４１に載置された原稿束の１枚目の原稿の
原稿長設定について説明する。図５は、本体操作部１０８のタッチパネルの原稿長設定画
面を示す図である。図６は、１枚目の原稿長設定処理を示すフロー図である。
【０１１４】
　図５に示すように、本体操作部１０８のタッチパネルの原稿長設定画面は、ＡＤＦ４０
の最大原稿長設定として、不定形最大ボタン１０８ａと、定形最大ボタン１０８ｂと、複
数の定形サイズ、例えばＡ５、Ｂ５、Ａ４、Ｂ５、Ａ３を示す原稿サイズボタンからなる
定形選択表示部１０８ｃと、登録ボタン１０８ｄとから構成されている。
【０１１５】
　このような本体操作部１０８は、不定形最大ボタン１０８ａがユーザにより押下される
ことにより、１枚目の原稿長設定モードを後述する最大原稿長設定モードとして設定する
ようになっており、定形最大ボタン１０８ｂがユーザにより押下されることにより、１枚
目の原稿長設定モードを後述する定形最大原稿長設定モードとして設定するようになって
いる。
　また、本体操作部１０８は、定形選択表示部１０８ｃのいずれかの原稿サイズボタンが
ユーザにより選択されて押下されることにより、１枚目の原稿長設定モードを後述する任
意定形原稿長設定モードとして設定するようになっている。
　なお、本実施の形態においては、このようなタッチパネルの原稿長設定画面を表示する
本体操作部１０８が、本発明に係る原稿サイズ選択手段を構成する。
【０１１６】
　また、本体操作部１０８は、登録ボタン１０８ｄがユーザにより押下されることにより
、定形選択表示部１０８ｃにより選択された定形サイズ、最大原稿長設定モードとして設
定された最大原稿長、任意定形原稿長設定モードとして設定された定形最大原稿長を１枚
目の原稿に対するジャム検知制御に用いられる原稿長の初期値として図示しないメモリ上
に登録するようになっている。本実施の形態においては、上述のような設定を登録する登
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録ボタン１０８ｄを有する本体操作部１０８が、本発明に係る登録手段を構成する。
【０１１７】
　次に、１枚目の原稿長設定モードについて説明する。
　図５に示すように、まずユーザにより給送される１枚目の原稿に対して、本体操作部１
０８の定形選択表示部１０８ｃのうち、任意の定形サイズ例えばＡ５、Ｂ５、Ａ４、Ｂ５
、Ａ３のいずれかの原稿サイズボタンが押下され、選択されると１枚目の原稿長設定モー
ドが任意定形原稿長設定モードとして設定される。すなわち、ユーザは、本体操作部１０
８の上述の複数の定形サイズ例えばＡ５、Ｂ５、Ａ４、Ｂ５、Ａ３のいずれかの原稿サイ
ズボタンを選択することにより、任意の定形サイズを選択することができる。このとき、
上述の選択された定形サイズは、登録ボタン１０８ｄをユーザが押下することにより、１
枚目の原稿に対するジャム検知制御に用いられる原稿長の初期値として図示しないメモリ
上に登録することも可能である。
　なお、本実施の形態においては、このような複数の原稿サイズボタンからなる定形選択
表示部１０８ｃが、本発明に係る定形サイズ選択手段を構成する。
【０１１８】
　また、ユーザにより給送される１枚目の原稿に対して、本体操作部１０８の定形最大ボ
タン１０８ｂが押下されると、１枚目の原稿長設定モードが定形最大原稿長設定モードと
して設定される。すなわち、ユーザにより本体操作部１０８の定形最大ボタン１０８ｂが
押下されることによって、搬送される原稿の原稿サイズが搬送可能な定形最大サイズとし
て、図示しないメモリ上に記憶設定される。
【０１１９】
　また、ユーザにより給送される１枚目の原稿に対して、本体操作部１０８の不定形最大
ボタン１０８ａが押下されると、１枚目の原稿長設定モードが最大原稿長設定モードとし
て設定される。すなわち、ユーザにより本体操作部１０８の不定形最大ボタン１０８ａが
押下されることによって、搬送される原稿の原稿サイズが搬送可能な最大原稿サイズとし
て、図示しないメモリ上に記憶設定される。
【０１２０】
　ここで、上述した任意の定形サイズ、定形最大サイズ、最大原稿サイズのそれぞれの原
稿長は、図示しないメモリ上に予め記憶された各原稿サイズの原稿長データテーブルを参
照することにより算出される。
【０１２１】
　このように、本体操作部１０８により、給紙トレイ４１から給送される原稿の１枚目の
原稿長が、搬送可能な最大原稿の原稿長、搬送可能な最大定形サイズの原稿長および定形
選択表示部１０８ｃにより選択された定形サイズの原稿長のうち、いずれであるかを選択
することができる。この場合、給紙トレイ４１から給紙される１枚目の原稿の原稿長を本
体操作部１０８により選択することができ、この本体操作部１０８により選択された原稿
長を実測原稿長として用いるので、ユーザが本体操作部１０８により直接原稿のサイズを
入力する操作を不要とし、これにより搬送制御に係る操作性を向上させることができる。
　ここで、本体操作部１０８により、選択された１枚目の原稿長は、Ｉ／Ｆ１０７を介し
てコントローラ１００に送信される。
【０１２２】
　次いで、１枚目の原稿の実測原稿長設定処理について、図６を参照して以下に説明する
。
　図６に示すように、コントローラ１００は、まず１枚目の原稿に対して任意定形原稿長
設定モードが設定されているか否か、すなわち本体操作部１０８の定形選択表示部１０８
ｃにより任意の定形サイズが選択されたか否かを判断する（Ｓ１１１）。コントローラ１
００は、任意定形原稿長設定モードが設定されていると判断した場合には、定形選択表示
部１０８ｃにより選択された任意の定形サイズの原稿の原稿長を１枚目の原稿の実測原稿
長として設定する（Ｓ１１２）。この場合、給紙トレイ４１に載置された原稿束の１枚目
の原稿に対しては、本体操作部１０８の定形選択表示部１０８ｃにより選択された原稿の
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定形サイズから求められる原稿長を実測原稿長として用いるので、ユーザにより任意に設
定された定形サイズの原稿のみを搬送する際、１枚目の原稿に対する原稿保護性を高める
ことができる。
【０１２３】
　一方、コントローラ１００は、任意定形原稿長設定モードが設定されていないと判断し
た場合には、１枚目の原稿に対して定形最大原稿長設定モードが設定されているか否か、
すなわち本体操作部１０８の定形最大ボタン１０８ｂにより搬送可能な最大定形サイズが
選択されたか否かを判断する（Ｓ１１３）。コントローラ１００は、搬送可能な定形最大
サイズが選択されたと判断した場合には、搬送可能な定形最大サイズの原稿長を１枚目の
原稿の実測原稿長として設定する（Ｓ１１４）。この場合、給紙トレイ４１に載置された
原稿束の１枚目の原稿に対しては、予め設定された搬送可能な最大定形サイズの原稿長を
実測原稿長として用いるので、例えば定形サイズの原稿のみを搬送する際、１枚目の原稿
に対する原稿保護性を高めることができる。
【０１２４】
　また、コントローラ１００は、任意定形原稿長設定モードおよび定形最大原稿長設定モ
ードのいずれも設定されていない場合、すなわち本体操作部１０８の不定形最大ボタン１
０８ａにより搬送可能な最大原稿サイズが選択され、最大原稿長設定モードが設定されて
いる場合には、搬送可能な最大原稿サイズの原稿長を１枚目の原稿の実測原稿長として設
定する（Ｓ１１５）。この場合、給紙トレイ４１に載置された原稿束の１枚目の原稿に対
しては、予め設定された搬送可能な最大原稿の原稿長を実測原稿長として用いるので、例
えば１枚目の原稿が規格定形サイズ外の原稿であっても、この１枚目の原稿に対する不要
なジャムの発生を防止することができる。
【０１２５】
　そして、このような処理によりコントローラ１００は、図４に示すジャム検知判断値設
定処理において、１枚目の原稿に対して上述の処理により設定された実測原稿長を用いて
ジャム検知判断を行う。
【０１２６】
　なお、本実施の形態においては、本体操作部１０８により入力された原稿長とレジスト
センサ６５の検知結果に基づき算出される実測原稿長とを比較して、この比較結果に応じ
てジャム検知判断値を設定しているが、これに限らず、この比較結果に応じて後述する第
２の実施形態で説明する次原稿給紙タイミング判断値を設定するようにしてもよい。
【０１２７】
　このように、本実施の形態では、分離給送部４４より下流側の搬送経路上に設けられた
レジストセンサ６５による原稿の検知結果に基づいて求められる実測原稿長と本体操作部
１０８により入力された原稿長とを比較し、この比較結果に応じてコントローラ１００が
入力された原稿長および実測原稿長のうち、長い方をジャム検知判断値として設定するの
で、ジャム検知判断の許容範囲が広がり、例えば実際に搬送される原稿長よりも小さい原
稿長が入力された場合のように、入力された原稿長と実際に搬送される原稿の実測原稿長
との間に差があっても、不要なジャムの発生を防止し、正常に画像の読み取りを行うこと
ができる。
【０１２８】
　また、分離給送部４４より下流側の搬送経路上に設けられたレジストセンサ６５による
原稿の検知結果に基づいて実際に搬送される原稿の原稿長を求めるので、従来のように原
稿テーブルに原稿のサイズを検知するセンサを設けることなく簡単な構成でジャム検知制
御を行うことができる。
【０１２９】
　一方、長い方をジャム検知判断値として設定しない場合には、入力された原稿長をジャ
ム検知判断値として設定するので、入力された原稿長と実際に搬送される原稿の実測原稿
長との間に差があっても、ユーザが意図するジャム検知制御を行うことができ、ジャム検
知精度の低下に起因した原稿保護性の低下を防止することができる。
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　さらに、従来のように搬送可能な最大原稿長に対応した原稿テーブルを設ける必要がな
いので、装置の小型化を図ることができる。
【０１３０】
　また、本実施の形態では、入力された原稿長および実測原稿長のうち長い方をジャム検
知判断値として設定する長い原稿長使用モードと、入力された原稿長をジャム検知判断値
として設定する入力原稿長使用モードとを、本体操作部１０８により選択可能としたので
、搬送される原稿の重要度に応じてジャム検知制御を変更することができる。例えば、搬
送される原稿の重要度に応じて原稿保護性または操作性のいずれを優先させるかを、ユー
ザにより選択することができる。
【０１３１】
　また、本実施の形態では、少なくとも本体操作部１０８により選択されたジャム検知モ
ードおよび給紙トレイ４１から給紙される１枚目の原稿に対して本体操作部１０８の定形
選択表示部１０８ｃにより選択された原稿の定形サイズから算出される原稿長、本体操作
部１０８の不定形最大ボタン１０８ａにより選択された原稿長および本体操作部１０８の
定形最大ボタン１０８ｂにより選択された原稿長のいずれか１つを、本体操作部１０８の
登録ボタン１０８ｄによってジャム検知制御の初期値として登録することができるので、
ユーザの操作手順を簡便なものとし、これによりジャム検知制御に係る操作性を向上する
ことができる。なお、後述する第２の実施の形態における本体操作部１０８により選択さ
れた次原稿給紙タイミングモードをさらに次原稿給紙制御の初期値として登録するように
してもよい。
【０１３２】
　なお、本実施の形態において、コントローラ１００は、レジストセンサ６５による検知
結果に基づいて搬送される原稿の原稿長を算出するようになっているが、これに限らず例
えば、突き当てセンサ６７または排紙センサ６８の検知結果に基づいて搬送される原稿の
原稿長を算出するようにしてもよい。
【０１３３】
　また、本実施の形態においては、タッチパネルやテンキーで構成された本体操作部１０
８にて、各種入力操作および選択操作を行うようにしたが、これに限らず、例えば本体操
作部１０８以外に設けられた入力ボタンや選択ボタン等によって行うようにしてもよい。
【０１３４】
　本実施の形態においては、本体操作部１０８により入力された原稿長とレジストセンサ
６５の検知結果に基づき算出される原稿長とを比較し、この比較の結果、長い方をジャム
検知判断値として設定したが、以下に説明する第２の実施の形態のように、本体操作部１
０８により入力された原稿長とレジストセンサの検知結果に基づき算出される原稿長とを
比較し、この比較の結果、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定するようにし
てもよい。
【０１３５】
（第２の実施の形態）
　図７は、本発明の第２の実施の形態に係る次原稿給紙タイミング判断値設定処理を示す
フロー図である。なお、本実施の形態の複写機１は、第１の実施の形態と概ね同一の構成
であるため、同一の構成には同一の符号を用いるとともに説明を省略し、相違点について
詳細に説明する。
【０１３６】
　本実施の形態に係る複写機１の本体操作部１０８は、ユーザによるタッチパネルやテン
キーの操作により給紙トレイ４１に載置された原稿束の１枚目の原稿の原稿長（原稿サイ
ズ）および次原稿給紙タイミングモードを選択して入力することができるようになってい
る。
【０１３７】
　具体的には、本体操作部１０８は、ユーザが例えばタッチパネルの選択ボタンを操作す
ることにより、次原稿給紙タイミングモードとして後述する長い原稿長使用モードおよび
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入力原稿長使用モードのいずれかのモードを選択することができるようになっている。す
なわち、本実施の形態においては、本体操作部１０８が、入力された原稿長および実測原
稿長のうち長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定する長い原稿長使用モードと
、入力された原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する入力原稿長使用モード
とを選択可能な本発明に係る次原稿給紙タイミングモード選択手段を構成する。
【０１３８】
　さらに、本体操作部１０８には、登録ボタンが表示されており、ユーザがこの登録ボタ
ンを押下することにより、上述の選択された次原稿給紙タイミングモードを次原稿給紙制
御の初期値として登録するようになっている。そして本体操作部１０８により登録された
次原稿給紙タイミングモードは、図示しない不揮発性のメモリに次原稿給紙制御の初期値
として記憶されるようになっている。なお、本実施の形態においては、上述の選択された
次原稿給紙タイミングモードを次原稿給紙制御の初期値として登録する本体操作部１０８
が、本発明に係る登録手段を構成する。
【０１３９】
　次に、ＡＤＦ４０における次原稿給紙タイミング判断値の設定処理について説明する。
　図７は、本発明の第２の実施の形態に係るＡＤＦ４０の次原稿給紙タイミング判断値設
定処理を示すフロー図である。
【０１４０】
　図７に示すように、まずコントローラ１００は、第１の原稿長としてＡＤＦ４０による
給紙動作以前に、ユーザにより本体操作部１０８のテンキー等により入力された原稿長と
実測原稿長とが相違するか否かを判断する。すなわち、入力された原稿長と実測原稿長と
を比較する（Ｓ２０１）。本実施の形態においては、このような処理を実行するコントロ
ーラ１００が、本発明に係る比較手段を構成する。
【０１４１】
　なお、本実施の形態においては、本体操作部１０８のテンキー等により入力された原稿
長と実測原稿長とを比較するようにしているが、これに限らず、例えば本体操作部１０８
のタッチパネル等により選択して入力された原稿サイズから算出される原稿長と実測原稿
長を比較するようにしてもよい。この場合、入力された原稿サイズから算出される原稿長
は、図示しないメモリ上に予め記憶された定形サイズの原稿長データテーブルを参照する
ことにより算出される原稿長である。
【０１４２】
　また、本実施の形態における実測原稿長は、給紙される原稿のうち２枚目以降の原稿に
ついては上述のレジストセンサ６５の検知結果に基づき算出された原稿長であり、１枚目
の原稿については、第１の実施の形態同様、１枚目の原稿に対する原稿長設定処理にて設
定された原稿長である。なお、本実施の形態における実測原稿長は、本発明に係る第２の
原稿長に対応するものである。
【０１４３】
　コントローラ１００は、ステップＳ２０１において入力された原稿長と実測原稿長とが
一致すると判断した場合には、入力された原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設
定する（Ｓ２０５）。
【０１４４】
　一方、コントローラ１００は、ステップＳ２０１において入力された原稿長と実測原稿
長とが一致しないと判断した場合には、本体操作部１０８により第１の次原稿給紙タイミ
ングモードとして、入力された原稿長および実測原稿長のうち長い方を次原稿給紙タイミ
ング判断値として設定する長い原稿長使用モードに設定されているか否かを判断する（Ｓ
２０２）。ここで、コントローラ１００は、第１の次原稿給紙タイミングモードとして、
長い原稿長使用モードが設定されていないと判断した場合には、本体操作部１０８により
第２の次原稿給紙タイミングモードとして入力原稿長使用モードが設定されているものと
判断し、入力された原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する（Ｓ２０５）。
【０１４５】



(22) JP 2010-1105 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

　また、コントローラ１００は、第１の次原稿給紙タイミングモードとして、長い原稿長
使用モードが設定されている場合には、入力された原稿長と実測原稿長とを比較し、入力
された原稿長よりも実測原稿長の方が長いか否か判断する（Ｓ２０３）。そして、コント
ローラ１００は、入力された原稿長よりも実測原稿長の方が長いと判断した場合には、実
測原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する（Ｓ２０４）。
【０１４６】
　一方、コントローラ１００は、実測原稿長よりも入力された原稿長の方が長いと判断し
た場合には、入力された原稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定する（Ｓ２０５
）。
【０１４７】
　このように、コントローラ１００は、入力された原稿長と実測原稿長とを比較し、この
比較の結果、入力された原稿長と実測原稿長とが異なる場合には、入力された原稿長およ
び実測原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定する。なお、本実
施の形態において、このような処理を行うコントローラ１００は、本発明に係る次原稿給
紙タイミング判断値設定手段を構成する。
【０１４８】
　これにより、コントローラ１００は、上述の次原稿給紙タイミング判断値設定処理で設
定された次原稿給紙タイミング判断値に基づいて、第１の実施の形態同様の次原稿給紙制
御を行うことができる。
【０１４９】
　次に、給紙トレイ４１に載置された原稿束の１枚目の原稿の原稿長設定について説明す
る。
　なお、次原稿給紙タイミング判断値の設定においても、第１の実施の形態と同様、入力
された原稿長と実測原稿長とを比較する際の実測原稿長は、２枚目以降の原稿については
、レジストセンサ６５の検知結果に基づき算出することができるが、１枚目の原稿の搬送
については、レジストセンサ６５の検知結果を用いることができないため、実測原稿長を
取得することができない。
【０１５０】
　したがって、本実施の形態においても、第１の実施の形態と同様、図５、図６に示すよ
うな１枚目原稿長設定処理を行い、定形選択表示部により選択された任意の定形サイズの
原稿の原稿長、搬送可能な定形最大サイズの原稿長および搬送可能な最大原稿サイズの原
稿長のいずれかの原稿長を実測原稿長として設定する。
【０１５１】
　これにより、コントローラ１００は、図７に示す次原稿給紙タイミング判断値設定処理
において、１枚目の原稿に対して上述の処理により設定された実測原稿長を用いて次原稿
給紙タイミング判断を行う。
【０１５２】
　ここで、本実施の形態においては、本体操作部１０８の登録ボタン１０８ｄをユーザが
選択して押下することにより、本体操作部１０８の定形選択表示部１０８ｃにより選択さ
れた定形サイズ、最大原稿長設定モードとして設定された最大原稿長、任意定形原稿長設
定モードとして設定された定形最大原稿長を１枚目の原稿に対する次原稿給紙制御の初期
値として図示しないメモリ上に登録することができる。なお、本実施の形態においては、
上述のような設定を登録する登録ボタン１０８ｄを有する本体操作部１０８が、本発明に
係る登録手段を構成する。
【０１５３】
　次いで、次原稿給紙制御について説明する。
　まず、コントローラ１００は、レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後の給
紙・反転モータ７１の駆動量または駆動時間から算出される距離と上述の次原稿給紙タイ
ミング判断値設定処理により次原稿給紙タイミング判断値として設定された原稿長情報と
の対比により、原稿後端が分離給送部４４を通過したか否かを判定する。この判定は、以
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下の論理式を用いることにより可能となっている。
　　Ｌ１：レジストセンサ６５により原稿先端が検知された後の給紙・反転モータ７１の
駆動量または駆動時間から算出される距離
　　Ｌ２：分離給送部４４からレジストセンサ６５までの距離
　　Ｌ３：原稿長情報
　論理式：Ｌ１　＞　Ｌ３－Ｌ２
　ここで、分離給送部４４により搬送される原稿の後端が分離給送部４４を通過したとコ
ントローラ１００によって判定された時点において、さらにコントローラ１００は、原稿
セットセンサ６６の検知情報により給紙トレイ４１に次に給送する次原稿があるか否かの
次原稿給紙有無を判断し、この次原稿給紙有無情報をＩ／Ｆ１０７を介して本体制御部１
１１に送信する。本体制御部１１１は、コントローラ１００により次原稿があると判断さ
れ、次原稿給紙有情報を受信した場合には、給紙カセット３２からレジストローラ２７の
手前まで記録紙の先出し動作を行う。
【０１５４】
　また、このときコントローラ１００は、上記論理式を用いて分離給送部４４により搬送
される原稿の後端が分離給送部４４を通過したと判定した後に、先に搬送される原稿と次
原稿との必要紙間の確保が可能な予め定められた給紙・反転モータ７１の駆動量または駆
動時間を経過したか否かを判定する。これにより、先に搬送される原稿と次原稿との間隔
を確保して、次原稿給紙動作を開始する次原稿給紙制御を行う。
　なお、本実施の形態においては、このような次原稿給紙タイミング判断値設定処理で設
定された次原稿給紙タイミング判断値に基づいて、次原稿給紙制御を行うコントローラ１
００が、本発明に係る制御手段を構成する。
【０１５５】
　なお、例えば実際に搬送される原稿の原稿長が上述の原稿長情報より短い場合には、原
稿長情報に基づき想定される分離給送部４４を原稿後端が通過するタイミングより先にレ
ジストセンサ６５により原稿後端が検知されることがあることから、この場合にはレジス
トセンサ６５により原稿後端が検知された時点において、上述の次原稿給紙有無の判断お
よび次原稿給紙動作を開始するようにしてもよい。このように、実際に搬送される原稿の
原稿長が上述の原稿長情報より短い場合は、レジストセンサ６５により原稿の後端が検知
された時点において、上述の次原稿給紙有無の判断および次原稿給紙動作を開始すること
もできる。一方、給紙される原稿の原稿長を予め想定できている場合は、レジストセンサ
６５の設けられた搬送経路上よりも上流側の分離給送部４４を原稿後端が通過したタイミ
ングを起点に次原稿給紙有無の判断および次原稿給紙動作を開始することができる。これ
により、原稿の読取生産性を向上させることができる。
【０１５６】
　以上のように、本実施の形態では、分離給送部４４より下流側の搬送経路上に設けられ
たレジストセンサ６５による原稿の検知結果に基づいて求められる実測原稿長と本体操作
部１０８により入力された原稿長とを比較し、この比較結果に応じてコントローラ１００
が入力された原稿長および実測原稿長のうち、長い方を次原稿給紙タイミング判断値とし
て設定するので、例えば実際に搬送される原稿の原稿長よりも小さい原稿長が入力された
場合のように、入力された原稿長と実際に搬送される原稿の原稿長との間に差があっても
、先に搬送される原稿と次原稿との間の必要な紙間を確保することができ、特に混載原稿
の搬送に起因する不具合を防止することができる。
【０１５７】
　一方、長い方を次原稿給紙タイミング判断値として設定しない場合には、入力された原
稿長を次原稿給紙タイミング判断値として設定するので、入力された原稿長と実際に搬送
される原稿の実測原稿長との間に差があっても、例えば単一サイズの原稿束の原稿搬送に
おいて、先の原稿と次原稿との間で最低必要な間隔を確保して原稿の搬送を行うことがで
き、これにより原稿の読取生産性を高めることができる。
【０１５８】
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　また、分離給送部４４より下流側の搬送経路上に設けられたレジストセンサ６５による
原稿の検知結果に基づいて実際に搬送される原稿の原稿長を求めるので、従来のように原
稿テーブルに原稿のサイズを検知するセンサを設けることなく簡単な構成で次原稿給紙制
御を行うことができる。
　さらに、従来のように搬送可能な最大原稿長に対応した原稿テーブルを設ける必要がな
いので、装置の小型化を図ることができる。
【０１５９】
　また、本実施の形態では、入力された原稿長および実測原稿長のうち長い方を次原稿給
紙タイミング判断値として設定する長い原稿長使用モードと、入力された原稿長を次原稿
給紙タイミング判断値として設定する入力原稿長使用モードとを、本体操作部１０８によ
り選択可能としたので、例えば混載原稿の搬送時における原稿搬送性能を優先するか、単
一サイズの原稿束の原稿搬送時における原稿の読取生産性を優先するかを給紙トレイ４１
に載置される原稿の種類に応じてユーザにより選択することができる。
【０１６０】
　また、本実施の形態では、第１の実施の形態で示された給紙トレイ４１から給紙される
１枚目の原稿に対して本体操作部１０８の定形選択表示部１０８ｃにより選択された原稿
の定形サイズ、本体操作部１０８の不定形最大ボタン１０８ａにより選択された原稿長お
よび本体操作部１０８の定形最大ボタン１０８ｂにより選択された原稿長の他に、本体操
作部１０８により選択された次原稿給紙タイミングモードを次原稿給紙制御の初期値とし
て登録することができるので、ユーザの操作手順を簡便なものとし、これにより次原稿給
紙制御に係る操作性を向上することができる。なお、第１の実施の形態における本体操作
部１０８により選択されたジャム検知モードをさらにジャム検知制御の初期値として登録
するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６１】
　以上のように、本発明に係る自動原稿搬送装置は、従来のように原稿テーブルに原稿の
サイズを検知する検知手段を設けることなく簡単な構成でジャム検知制御または次原稿給
紙制御を行うことができるという効果を有し、ファクシミリ装置、複写機、複合機等に適
用される自動原稿搬送装置等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１６２】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る自動原稿搬送装置を備えた複写機の概略構成図
である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係るＡＤＦの概略構成図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係るＡＤＦの制御構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係るジャム検知判断値設定処理を示すフロー図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る本体操作部のタッチパネル方式の原稿長設定画
面を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係る１枚目の原稿の原稿長設定処理を示す図である
。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係る次原稿給紙タイミング判断値設定処理を示す図
である。
【符号の説明】
【０１６３】
　１　複写機
　４０　ＡＤＦ（自動原稿搬送装置）
　４１　給紙トレイ
　４２　排紙トレイ
　４４　分離給送部（分離部）
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　４７　読取搬送部（読取部）
　６５　レジストセンサ（検知手段）
　１００　コントローラ（比較手段、ジャム検知判断値設定手段、制御手段、次原稿給紙
タイミング判断値設定手段、）
　１０８　本体操作部（入力手段、ジャム検知モード選択手段、次原稿給紙タイミングモ
ード選択手段、原稿サイズ選択手段、登録手段）
　１０８ｃ　定形選択表示部（定形サイズ選択手段）

【図１】 【図２】
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